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松本正人（スクールリーダーシップ開発専攻） 

地元になくてはならない学校 

 

１.教育を考える一言 

「まっちゃん、頼むな。」 

 

２.背景 

私は岐阜県の最北端にある、生徒数 200 人にも満たない小さな全日制高校に勤めていま

した。その高校は小高い丘の上にあり、町の周囲は山に囲まれ、隣町とは 2 つの峠道で結

ばれています。周辺の地域から通学する場合、通学手段はバス以外なく、通学費は年間 20

万円を超える場合もあります。ですから、この高校に通う生徒の多くが地元中学の出身で

す。 

しかし、町の子供人口は減少を続け、いつしか「町から高校が無くなる」、「隣の高校と

合併する」という根も葉もない噂まで聞かれるようになりました。 

この高校のある町は私の地元でもあり、ある時、小さな子供を持つ同級生から「まっち

ゃん、頼むな。」このような言葉を言われました。私は「入学したら面倒見てくれ」という

意味でしかとらえることができなかったのですが、話を聞くうちに「地元に学校を残して

くれ」ということだとわかり、自分の力ではどうにもならない…と思いながらも「無くな

らんさ」と答えるだけでした。 

 

３.考察 

仮に隣の高校へ通うとした場合、起床時間や通学費などによる生徒や保護者の負担は大

きく、地元の方々にとってなくてはならない存在の高校ですが、生徒数は年々減少してい

ます。この地区の人口も減少傾向で、この学校の生徒数が劇的に増加することはまず予想

できません。しかし、このような学校は日本全国にいくつもあるはずです。平成 23 年度

「学校基本調査」によると、公立の全日制高校（本校）は、3,486 校で、全校生徒数が 200

人未満の高校は 275 校（7.9%）存在します。 

はたして大規模校と小規模校で経験できること・受けられるサービスは同質なのでしょ

うか。学校行事や部活動といった面でかなり制限があると考えます。私の勤務校では、バ

スケットボール部やバレーボール部、サッカー部といった集団競技の部活動は、たとえそ

の競技を続けたくても 1 チームを編成することができない状態です。日本各地の過疎地

域・へき地の高校生はその点で不利な面があるのではないか。学校統廃合により地元の高

校がなくなった場合、かなりの生徒のも保護者にも負担を強いられるのではないか。住ん

でいる地域が、教育面の差になってよいのか。そんな疑問を投げかける一言でした。 
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